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キラキラネームというカテゴリー 

２年３組 小山 真白 

要 旨 

 「親はどうしてキラキラネームをつけるのか？」という疑問を解決するための研究から始まり、個性的な名前

と読みにくい名前の違いやキラキラネームという言葉の使われ方を調査した。様々な視点からキラキラネームに

ついて研究を進めていく中で、「キラキラネームという言葉は存在するが、そのカテゴリーに分類される名前は

無いのではないか」という結論に至った。 

１ 目的 

 Ⅰ親がキラキラネームを名付ける原因を明らか

にする。 

 Ⅱ「個性的な名前」と「難読の名前」の違いを

明らかにする。 

 Ⅲ名前の変化の仕方に特徴があるのかを考え

る。 

 Ⅳ「キラキラネーム」という言葉が広がること

によって人々の名前に対する認識がどう変わ

ったのかを明らかにする。 

２ 方法 

Ⅰに対して 

『名づけの世相史 「個性的な名前」をフィー

ルドワーク』を読み、キラキラネームを名付け

る理由を考える。 

Ⅱに対して 

 『たまひよ 赤ちゃんのしあわせ名前事典

2020～2021年版』から、個性的または難読で

あると感じた名前をそれぞれピックアップし、

違いを見つける。 

Ⅲに対して 

 名前ランキング内の名前に使われる漢字の読み 

方の変遷を明らかにする。 

Ⅳに対して 

 人々がキラキラネームに対してどのようなイメ

ージを持っているのかを子どもの名づけ調査を

もとに考察する。 

３ 結果・考察 

Ⅰの結果 

・現代の親たちが「珍しい名前」を付ける動機

は、「個性」という一語に要約できるでしょ

う。（小林，2009） 

・これまでに見たことのない「珍しい名前」が急

増し、「読めない名前」が溢れつつあるという

ことでしょう。（小林，2009） 

・「個性的な名前」ブームにおける「個性」と

は、その属性において求められるものではな

く、他者との差異に基準を置いたものであると

いうことです。（小林、2009） 

Ⅰの考察 

「個性」が求められる社会を背景にして名前に

も個性が求められるようになったと言える。た

だ、その個性的な名前には、それまで名前として

は用いられず、聞き慣れない「珍しい名前」と、

音としては聞き慣れていても、通常の読み方とは

異なる「読みにくい名前」があると考え、目的Ⅱ
を設定した。また、他者との差異化をはかるため

に、どのように名前を変化させていったのか考え

る必要があると判断し、目的Ⅲを設定した。 

 

Ⅱの結果 

たまひよ 赤ちゃんのしあわせ名前事典 2020～

2021年版から抜粋 

キラキラネームだと考えたもの いちご（苺） 

              りずむ（璃澄） 

読めない名前だと考えたもの 麗（うらら） 

              元緋（あさひ）等 

Ⅱの考察 

区別は主観的でしかないため、違いを明らかに

するのは困難であると結論づけた。名前単体に注

目するよりも、時代における名前の変遷や人々の

名前に対する認識に重点を置く方が、名前の多様

化や個性化をより理解できるのではないかと考え

た。 

 

Ⅲの結果 

「明治安田生命名前ランキング」より 

例１ 1999年 大輔（だいすけ） 

   2005年 大翔（ひろと） 

2005年 大輝（だいき） 

例２ 1978年 陽子（ようこ） 

   2019年 陽菜（ひな）、陽翔（はると） 

この「大」という漢字は、「だい」という読み方

だけでなく、「ひろ」という読み方も主流になっ

ている。同じく「陽」も、「よう」「ひ」「は

る」という読み方が広がっている。 

Ⅲの考察 

このことから、名前における漢字の読み方を変

えることで、差異化をはかってきたといえるので

はないか。こうした差異化が他の漢字でも行われ

ていて、名前の多様化が進んでいったのだろう。

そういう意味で、「キラキラネーム」と「そうで

ない名前」(以後 一般的な名前 と表記)はさほど
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違わないのではないかと考えた。目的Ⅳを設定し
た。 

 

Ⅳの結果 

「ミキハウス 名づけ調査」より 

 
調査の対象は、「ミキハウスベビークラブ」会員

のうち、子どもを持つ親である。名付けをする側

である親の 51.7％が「キラキラネーム」に対して

批判的であるとわかる。 

Ⅳの考察 

キラキラネームをつけようと思って名付ける親

は少ないのではないか。結果的にキラキラネーム

と呼ばれている可能性が高いのではないか。「キ

ラキラネーム」というのは第三者から見た評価で

あり、その評価は主観に基づいたものであると考

えた。 

「キラキラネーム」という言葉を認識したこと

で、名前を自分の感覚だけでカテゴリー分けする

ようになり、その結果「キラキラネーム」という

言葉に対して人々が、それぞれに違ったイメージ

を持つようになったと考えた。 

 

全体の考察 

ⅠとⅢの結果から、名前の多様化は必然的なこ

とであると考えられる。多様化が急速に進んだ結

果、これまでになかった個性的な名前が多く登場

した。そうして生まれた名前を、第三者がひとく

くりにしたものが「キラキラネーム」であり、当

事者にとってはくくることに何か重要な意味があ

る訳ではない。キラキラネームといわれる名前の

誕生は、そうでない名前の延長である。「キラキ

ラネーム」という名前の新しいカテゴリーを認識

した人々は、それと同時に「一般的な名前」とい

うカテゴリーも認識しており、自身の名前、他者

の名前がキラキラネームであるのかないのかを無

意識的に判別するようになった。言い換えると、

名前を自分の感覚だけで評価するようになったの

である。 

 

４ 結論 

キラキラネームという言葉は存在するが、その

カテゴリーに分類される名前は無い。あくまでキ

ラキラネームは第三者が評価するものであり、そ

の基準は世代や個人の感覚によって異なる。 
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